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円

未
成
年
者
の
飲
酒
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。妊
娠
中
や
授
乳
期
の
飲
酒
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■酒類部各事業所
〔本　　　店〕

〒766－0001  香川県仲多度郡琴平町623番地 ☎0877－73－4133

〔高松本社〕

〒760－8544  香川県高松市亀井町2－8 ☎087－835－4133

〔高松支店〕

〒760－0064  香川県高松市朝日新町33－40 ☎087－851－4133

〔丸亀支店〕

〒763－0083  香川県丸亀市土器町北1－70 ☎0877－23－4133

〔徳島支店〕

〒770－0944  徳島県徳島市南昭和町3－53－4 ☎088－653－4133

〔松山支店〕

〒790－0925  愛媛県松山市鷹子町546－1 ☎089－975－4133

〔岡山支店〕

〒701－0221  岡山県岡山市南区藤田錦564－209 ☎086－296－2136

〔洲本支店〕

〒656－0012  兵庫県洲本市宇山3－5－28 ☎0799－22－0788

〔大阪営業所〕

〒565－0824  大阪府吹田市山田西2－1－14 ☎06－6877－2671

〔東京営業所〕

〒134－0083  東京都江戸川区中葛西4－6－12 ☎03－3686－4133

〔観音寺物流センター〕

〒769－1613  香川県観音寺市大野原町花稲1071－1 ☎0875－56－3133

〔多度津工場〕

〒764－0028  香川県仲多度郡多度津町葛原1880 ☎0877－33－4133

〔琴平工場〕

〒766－0001  香川県仲多度郡琴平町623番地 ☎0877－73－4133

〔金陵の郷〕

〒766－0001  香川県仲多度郡琴平町623番地 ☎0877－73－4133

〔大阪本社〕

〒541－0056  大阪府大阪市中央区久太郎町1－6－9 ☎06－6262－2444

〔大阪支店〕

〒541－0056  大阪府大阪市中央区久太郎町1－6－9 ☎06－6262－2447

〔東京支店〕

〒104－0032  東京都中央区八丁堀4－9－4 西野金陵ビル9F ☎03－3552－3427

〔名古屋支店〕

〒450－0002  名古屋市中村区名駅4－26－13 ちとせビル5F ☎052－561－5531

〔北陸営業所〕

〒918－8231  福井県福井市問屋町3－815 和中ビル1F ☎0776－24－0967

中国上海浦東外高橋保税区基隆路６号

〔上海西野貿易有限公司〕

☎+86－21－6278－9548

159/40 Serm-Mitr Tower 26th Fl .  Room No. 2606, Sukhumvit 21(Asoke)Rd. Kwaeng
klongtoey-Nua, Khet Wattana , Bangkok 10110

〔NISHINO KINRYO（THAILAND）CO.,LTD.〕

☎+66－2－661－7014

Sampoerna Strategic Square South Tower Level 30 Room No.6 JI Jend. 
Sudirman Kav 45-46, Jakarta 12930 INDONESIA

〔PT. NISHINO KINRYO INDONESIA〕

☎+62－21－2993－0822

■化学品事業部各事業所
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池

井
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高

橋

和

島

日

高

昭

二

杉

本

忠

夫

安

森

敏

隆

内

野

潤

子

志

村

有

弘

片

岡

義

男

宮

地

智
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中

西

美

子
…
4

…
6

…
8

…
10

…
12

…
14

…
16

…
18

…
20

…
22

メ
ダ
ル
の
価
値

モ
ザ
イ
ク
プ
リ
ン
セ
ス

ほ
ろ
酔
い
詩
歌
紀
行 

―
― 

イ
ー
ハ
ト
ブ
の
友

高
層
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
と
心
臓
発
作

『
邪
宗
門
』
の
発
行
に
つ
い
て

枇
杷
の
花

四
五
六
会
の
こ
と

ソ
リ
ュ
ブ
ル
と
名
を
か
え
た

「
大
木
惇
夫
詩
全
集
」
全
三
巻
を
読
む

絵
と
文
　

ア
マ
リ
リ
ス
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さ
か
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ふ
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志
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佐
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彦
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富
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池

田

一

貴
…
23

…
24

…
26

…
28

…
30

…
32

…
34

…
37

絵
と
文
　

ザ
ル
ツ
カ
ン
マ
ン
グ
ー
ト
を
旅
し
て

生
れ
乍
ら
の
無
垢
な
感
受
性

丁
酉
元
旦

絵
と
文
　

ボ
ク
シ
ン
グ

茗
荷
考

酉と
り

の
歳
の
特
性

一
羽
の
ス
ズ
メ

矢
切
の
渡
し
（
上
）　
関
八
州
夢
幻
譚

表
紙
・
グ
ラ
ビ
ア 

…
後
藤
塗
（
ご
と
う
ぬ
り
）
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「
そ
れ
以
外
の
ひ
と
」

「
メ
ダ
ル
を
獲
っ
た
人
は
残
っ
て
く
だ
さ

い
。
会
見
場
に
ご
案
内
し
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
人
は
こ
こ
で
解
散
で
す
…
」

二
〇
〇
〇
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド

ニ
ー
で
お
こ
な
わ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
大

会
が
終
了
し
、
選
手
団
を
乗
せ
た
直
行
便
が

成
田
に
到
着
し
た
。
大
勢
の
メ
デ
ィ
ア
関
係

者
が
待
っ
て
い
た
。
こ
の
大
会
で
北
島
康
介

は
平
泳
ぎ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
決
勝
に
進
ん

だ
。
結
果
は
四
位
だ
っ
た
。
初
参
加
で
四
位

入
賞
は
恥
ず
か
し
く
な
い
成
績
だ
っ
た
。
三

位
の
ス
ロ
ド
ノ
フ
（
ロ
シ
ア
）
に
わ
ず
か

〇
・
四
三
秒
差
で
メ
ダ
ル
を
逃
し
た
の
だ
。

こ
の
大
会
で
一
番
注
目
を
集
め
た
の
は
二

人
の
女
子
選
手
で
あ
っ
た
。
高
橋
尚
子
と
田

村
亮
子
で
あ
る
。
マ
ラ
ソ
ン
で
日
本
女
子
初

の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
Ｑ
ち
ゃ
ん
こ
と
高

橋
尚
子
は
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
ご
く
楽

し
い
四
十
二
・
一
九
五
キ
ロ
で
し
た
」
と
コ

メ
ン
ト
し
、
田
村
は
大
会
前
に
「
最
高
で
も

金
、
最
低
で
も
金
」
と
宣
言
し
実
行
し
た
。

柔
道
の
野
村
忠
宏
、
井
上
康
生
、
瀧
本
誠
を

含
め
五
人
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
と
銀
、
銅
の

十
三
人
合
計
十
八
人
の
メ
ダ
ル
獲
得
者
が
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
や
新
聞
、
雑
誌
記
者
に
囲
ま

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
に
答
え
て
い
る
の
に

対
し
、「
そ
れ
以
外
の
ひ
と
」
と
な
っ
た
北

島
は
、
迎
え
に
き
た
家
族
の
車
で
自
宅
に
向

か
っ
た
。
こ
の
時
、
北
島
と
コ
ー
チ
の
平
井

伯
昌
は
「
や
は
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
メ
ダ

ル
を
と
ら
な
け
れ
ば
ダ
メ
な
ん
だ
。
そ
れ
も

金
メ
ダ
ル
だ
」
と
痛
感
し
た
の
で
あ
っ
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
は
国
力
の
象
徴

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ

と
、
メ
ダ
ル
の
数
が
国
力
の
象
徴
と
な
り
、

国
民
を
熱
狂
さ
せ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
刺
激

す
る
最
善
の
手
段
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
い

た
の
は
、
ソ
連
（
現
・
ロ
シ
ア
）
で
あ
り
、

東
ド
イ
ツ
と
い
っ
た
社
会
主
義
国
で
あ
っ

た
。
当
初
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

の
祭
典
」
と
批
判
し
「
人
民
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
を
呼
び
掛
け
て
き
た
ソ
連
は
、
東
西
冷

戦
の
な
か
選
手
強
化
に
着
手
し
た
。
現
在
は

プ
ロ
の
参
加
も
求
め
ら
れ
て
い
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
だ
が
、
か
っ
て
は
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限

ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
考
え
た
の
が
、
身
分

は
公
務
員
、
学
校
の
教
師
な
ど
だ
が
、
そ
れ

は
名
目
に
過
ぎ
ず
実
際
の
仕
事
は
ご
く
短
時

間
で
一
日
の
大
半
を
練
習
に
費
や
し
、
一
年

の
内
何
カ
月
か
は
国
内
と
国
際
試
合
の
た
め

職
場
を
不
在
に
す
る
国
家
丸
抱
え
の
「
ス

テ
ー
ト
・
ア
マ
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
成
果
は

一
九
五
六
年
の
メ
ル
ボ
ル
ン
大
会
で
示
さ
れ

た
。
ソ
連
は
メ
ダ
ル
獲
得
数
で
ア
メ
リ
カ
を

メ
ダ
ル
の
価
値

池　

井　
　
　

優

（
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）
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抜
き
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
た
。
金
メ
ダ
ル
は
ソ

連
の
三
十
七
に
対
し
ア
メ
リ
カ
は
三
十
二
、

メ
ダ
ル
総
数
で
は
ソ
連
九
十
八
に
対
し
、
ア

メ
リ
カ
は
七
十
四
、四
年
後
の
ロ
ー
マ
大
会

で
は
そ
の
差
は
さ
ら
に
開
い
た
。

練
習
時
間
と
栄
養
費
、
競
技
施
設
と
指
導

強
化
体
制
の
成
果
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。

金
メ
ダ
ル
を
目
指
し
た

「
北
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

 

シ
ド
ニ
ー
で
メ
ダ
ル
を
逃
し
、「
そ
れ
以

外
の
人
」
と
な
っ
た
北
島
は
、
四
年
後
の
ア

テ
ネ
五
輪
で
の
メ
ダ
ル
を
目
指
す
こ
と
に

な
っ
た
。
平
井
コ
ー
チ
は
、
ビ
デ
オ
や
パ
ソ

コ
ン
と
い
っ
た
情
報
機
器
を
選
手
に
教
え
る

た
め
の
道
具
と
し
て
活
か
す
こ
と
は
で
き
な

い
か
と
考
え
実
行
に
移
し
た
。
選
手
の
泳
ぎ

を
ビ
デ
オ
に
収
め
映
像
化
し
、
必
要
な
情
報

を
数
値
化
し
デ
ー
タ
と
し
て
示
せ
ば
「
や
っ

ぱ
り
、
こ
こ
が
問
題
だ
っ
た
の
か
」
と
選
手

も
コ
ー
チ
も
お
互
い
に
理
解
し
、
練
習
や
次

の
試
合
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。
専
門
家

の
力
も
借
り
た
。
平
井
の
下
、
水
中
解
析
担

当
、
戦
略
分
析
担
当
、
肉
体
改
造
担
当
、
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
担
当
の
五
人
で
「
専
門

家
集
団
」
＝
「
チ
ー
ム
北
島
」
を
作
っ
た
。

意
見
を
戦
わ
せ
な
が
ら
、
北
島
を
ア
テ
ネ
の

大
会
で
メ
ダ
ル
を
獲
ら
せ
る
プ
ラ
ン
を
実
行

に
移
し
て
い
っ
た
。
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
陸
上
競

技
の
長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
が
や
っ
て
い
る
高
地

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
試
み
た
。

平
井
は
ア
テ
ネ
五
輪
か
ら
逆
算
し
て
、

一
年
毎
に
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
を
設
け

た
。
二
〇
〇
一
年
の
世
界
水
泳
大
会
の
平

泳
ぎ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
三
位
に
食
い
込

み
、
翌
年
の
ア
ジ
ア
大
会
で
は
世
界
新
記

録
、
二
〇
〇
三
年
の
世
界
選
手
権
で
は

一
〇
〇
、二
〇
〇
と
世
界
新
記
録
で
優
勝
を

飾
っ
た
。
ア
テ
ネ
大
会
を
前
に
現
れ
た
強
敵

ア
メ
リ
カ
の
ハ
ン
セ
ン
の
泳
ぎ
を
徹
底
的
に

分
析
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
で
は
最

後
の
七
十
五
メ
ー
ト
ル
で
勝
負
す
る
作
戦

を
立
て
見
事
に
金
メ
ダ
ル
に
つ
な
げ
た
の

だ
っ
た
。
ア
テ
ネ
、
北
京
と
二
大
会
連
続
、

一
〇
〇
、二
〇
〇
の
金
メ
ダ
ル
は
こ
う
し
た

計
画
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

メ
ダ
ル
願
望
の
弊
害

名
言
が
あ
る
。「
世
界
新
記
録
は
い
つ
か

は
破
ら
れ
る
。
だ
が
金
メ
ダ
ル
は
一
生
つ
い

て
回
る
」。

ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
、
ま
し
て
や
金
メ
ダ
リ

ス
ト
に
な
れ
ば
国
民
的
ヒ
ー
ロ
ー
、
ヒ
ロ
イ

ン
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
、
運
命
さ
え
変
わ

る
。
そ
こ
か
ら
薬
物
の
力
を
借
り
て
で
も
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
り
た
い
と
実
行

に
移
し
、
露
見
し
て
メ
ダ
ル
は
く
奪
、
栄
光

の
座
か
ら
一
気
に
転
落
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら

れ
る
。
な
か
に
は
ロ
シ
ア
の
よ
う
に
国
家
ぐ

る
み
で
ド
ー
ピ
ン
グ
を
お
こ
な
い
、
多
く
の

選
手
が
出
場
停
止
に
追
い
込
ま
れ
た
例
さ
え

出
て
き
た
。

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会
で
日
本
は
史
上

最
多
と
な
る
四
十
一の
メ
ダ
ル
を
得
て
日
本
中

を
熱
狂
さ
せ
た
。
日
本
は
薬
物
に
関
し
て
は

も
っ
と
も
厳
し
く
ク
リ
ー
ン
な
国
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
が
、
二
〇
二
〇
年
八
月
の
東
京
五

輪
で
は
①
暑
さ
対
策
、
②
テ
ロ
対
策
と
並
ん

で
各
国
か
ら
や
っ
て
く
る
選
手
の
薬
物
検
査

と
そ
の
対
策
が
大
き
な
課
題
と
な
ろ
う
。
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知
人
Ｍ
さ
ん
に
よ
る
と
、
実
習
生
と
し
て

氏
の
窯
業
関
係
工
場
で
働
く
中
国
人
が
「
日

本
人
は
ゴ
ミ
捨
て
場
ま
で
き
れ
い
に
飾
り
立

て
る
の
か
。
ど
こ
ま
で
き
れ
い
好
き
な
ん
だ

ろ
う
」
と
驚
き
呆
れ
て
る
と
か
。

わ
た
し
の
住
ま
い
は
夏
場
摂
氏
四
十
度
に

な
る
全
国
指
折
り
の
酷
暑
地
美
濃
（
岐
阜

県
）
東
部
の
多
治
見
市
に
あ
り
、
家
庭
ゴ

ミ
の
回
収
は
台
所
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
が
週
二

回
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
リ
サ
イ
ク

ル
ご
み
が
月
二
回
と
な
っ
て
い
る
。

「
え
？
ゴ
ミ
捨
て
場
？
」
と
聞
き
返
す

と
、
ど
う
や
ら
、
町
内
各
所
に
設
け
ら
れ
た

ゴ
ミ
袋
回
収
コ
ー
ナ
ー
が
中
国
人
を
呆
れ
さ

せ
た
と
こ
ろ
ら
し
か
っ
た
。

同
所
が
外
国
人
を
し
て
口
を
あ
ん
ぐ
り
さ

せ
る
ほ
ど
見
栄
え
の
す
る
も
の
か
ど
う
か
、

わ
た
し
に
は
よ
く
判
ら
ぬ
が
、
き
れ
い
な
の

は
事
実
で
あ
る
。
ア
ー
ト
と
呼
ん
で
も
恥
ず

か
し
く
な
い
、
見
事
な
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
の

絵
模
様
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

多
治
見
で
も
、
わ
が
家
は
笠
原
町
と
呼
ば

れ
る
一
角
に
あ
る
。
平
成
の
大
合
併
で
多
治

見
市
に
組
み
込
ま
れ
た
地
区
で
、
ゴ
ミ
袋
回

収
コ
ー
ナ
ー
の
数
は
約
百
箇
所
。
そ
の
形
と

大
き
さ
は
設
置
場
所
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い

は
あ
る
も
の
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
の
広

さ
は
畳
一
枚
程
度
、
左
右
お
よ
び
正
面
背
部

に
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
壁
が
あ
り
、
カ

ラ
ス
や
犬
猫
か
ら
ゴ
ミ
袋
を
守
る
ネ
ッ
ト
が

被
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

五
、六
年
前
、
町
内
の
有
志
婦
人
た
ち
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
施
釉

モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
を
貼
り
始
め
、
今
ま
で
に

約
百
箇
所
の
う
ち
二
割
程
度
の
施
工
を
終
え

て
い
る
。

モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
は
こ
の
地
区
の
地
場
産

業
。
ピ
ー
ク
時
に
は
百
近
い
事
業
者
が
集
積

し
て
い
た
。
地
場
製
品
を
使
っ
て
町
を
飾
ろ

う
と
し
て
い
る
わ
け
だ
。

遊
び
心
旺
盛
な
彼
女
た
ち
が
自
ら
名
付
け

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
名
は
「
モ
ザ
イ

ク
タ
イ
ル
・
プ
リ
ン
セ
ス
」。
略
し
て
「
モ

ザ
プ
リ
」。
メ
ン
バ
ー
約
二
十
人
の
年
齢
構

成
は
五
〜
六
十
代
が
中
心
。
比
較
的
若
い
勤

め
人
も
い
な
い
で
は
な
い
が
、
地
元
有
力
者

婦
人
を
含
む
主
婦
が
大
部
分
。「
プ
リ
ン
セ

ス
」
は
ち
と
強
引
な
気
が
す
る
。
け
れ
ど

モ
ザ
イ
ク
プ
リ
ン
セ
ス

高　

橋　

和　

島

（
作
家
・
郷
土
史
家
）
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も
、
苦
笑
は
し
て
も
む
ろ
ん
野
暮
な
注
文
を

つ
け
る
輩
は
い
な
い
。
婦
人
は
老
若
、
既
婚

未
婚
を
問
わ
ず
み
な
「
姫
」
で
い
い
。
だ
か

ら
「
モ
ザ
プ
リ
」
で
通
っ
て
い
る
。

モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
壁
施
工
の
運
び
を
お
お

ざ
っ
ぱ
に
述
べ
る
と
、
絵
の
デ
ザ
イ
ン
を
決

め
、
幾
十
枚
か
の
紙
貼
り
タ
イ
ル
作
り
、
そ

れ
ら
を
現
場
に
持
ち
込
ん
で
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
壁
面
貼
り
付
け
、
紙
を
剥
が
し
た
あ
と
目

地
塗
り
込
み
…
…
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ

う
。
口
で
言
え
ば
こ
れ
だ
け
の
こ
と
だ
が
、

素
人
に
と
っ
て
実
際
の
作
業
は
も
ち
ろ
ん
大

変
で
あ
る
。

ゴ
ミ
袋
回
収
コ
ー
ナ
ー
は
そ
の
役
割
か
ら

し
て
当
然
、
車
や
人
の
行
き
来
が
頻
繁
な

道
路
沿
い
に
あ
り
、
真
夏
の
炎
天
下
や
木

枯
ら
し
の
吹
く
真
冬
の
作
業
環
境
は
劣
悪
で

あ
る
。
モ
ザ
プ
リ
は
地
元
で
言
う
と
こ
ろ

の
「
え
え
と
こ
の
奥
さ
ん
や
娘
さ
ん
」
で
あ

る
。
職
人
仕
事
、
肉
体
労
働
に
慣
れ
て
い
な

い
身
体
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
は
ず
な
の

に
、
ず
っ
と
活
動
が
続
き
、
し
か
も
参
加
者

が
次
第
に
増
え
て
い
る
ら
し
い
。

ゴ
ミ
袋
回
収
コ
ー
ナ
ー
に
モ
ザ
イ
ク
タ

イ
ル
絵
を
施
す
と
い
う
発
想
は
感
嘆
も
の

だ
。
生
活
に
欠
か
せ
な
い
場
所
で
あ
り
、
町

内
各
所
に
数
多
く
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

イ
メ
ー
ジ
は
悪
く
、
邪
魔
者
扱
い
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
を
ア
ー
ト
で
飾
り
、
目
に
し
て

楽
し
い
一
角
に
し
よ
う
と
い
う
考
え
が
素
晴

ら
し
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

町
内
の
利
用
住
民
が
交
替
で
掃
除
を
す
る
た

め
、
ゴ
ミ
袋
回
収
が
終
わ
っ
た
あ
と
は
、
腰

を
下
ろ
し
て
缶
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
飲
め
る
く

ら
い
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
。

本
来
汚
い
の
が
普
通
で
、
必
要
な
時
以
外

は
近
寄
る
の
を
敬
遠
し
が
ち
な
場
所
を
き
れ

い
に
す
る
と
い
う
、
い
か
に
も
日
本
人
な
ら

で
は
の
発
想
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
だ
ろ
う
。

グ
ル
ー
プ
の
旗
振
り
役
、
リ
ー
ダ
ー
格
の

ｋ
さ
ん
（
六
十
代
、
地
元
企
業
社
長
夫
人
）

を
知
っ
て
い
る
が
、
モ
ザ
プ
リ
活
動
を
始
め

る
前
は
、
普
通
乗
用
車
の
廃
車
に
独
り
で
こ

つ
こ
つ
と
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
を
貼
り
、
車
全

体
が
タ
イ
ル
貼
り
と
い
う
お
も
し
ろ
い
オ
ブ

ジ
ェ
を
創
り
あ
げ
た
。
ま
た
、
最
近
は
頼
ま

れ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
（
ご
本
人
に
言
わ

せ
る
と
押
し
掛
け
で
）、
自
宅
近
く
の
居
酒

屋
に
手
弁
当
で
通
い
、
看
板
か
ら
建
物
内
部

の
壁
に
至
る
ま
で
、
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
絵
を

貼
り
付
け
た
。

つ
ま
り
、
モ
ザ
プ
リ
活
動
は
モ
ザ
イ
ク
タ

イ
ル
が
好
き
で
、
そ
れ
を
扱
う
才
能
も
技
術

も
持
ち
合
わ
せ
る
女
性
の
旗
振
り
で
始
ま
っ

た
も
の
な
の
で
あ
る
。

茶
碗
や
皿
な
ど
の
陶
磁
器
同
様
に
モ
ザ
イ

ク
タ
イ
ル
も
価
格
競
争
で
太
刀
打
ち
で
き
な

い
中
国
製
品
に
押
さ
れ
、
低
迷
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。

彼
女
た
ち
の
活
動
は
こ
う
し
た
斜
陽
地
場

産
業
が
影
を
落
と
す
町
を
少
し
で
も
明
る
く

し
よ
う
と
い
う
思
い
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
中
国
人
を
驚
か
せ
た
の
だ
。
成
果

は
上
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
な
に
よ
り
タ
イ

ル
貼
り
最
中
の
ゴ
ミ
回
収
コ
ー
ナ
ー
は
、
実

に
賑
や
か
で
楽
し
そ
う
だ
。

思
う
に
、
町
中
の
沢
山
の
ゴ
ミ
捨
て
場
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
が
タ
イ
ル
ア
ー
ト
で
美

し
く
飾
る
こ
と
の
で
き
る
、
心
の
余
裕
あ
る

町
の
将
来
は
必
ず
拓
け
る
。
さ
ら
に
躍
進
し

て
言
え
ば
、
片
田
舎
に
そ
ん
な
町
の
あ
る
国

の
将
来
も
暗
い
は
ず
は
な
い
。
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岩
手
県
花
巻
生
ま
れ
の
詩
人
・
童
話
作

家
の
宮
沢
賢
治
の
作
品
に
は
、
し
ば
し
ば

「
イ
ー
ハ
ト
ブ
」
の
地
名
が
出
て
く
る
。
賢

治
と
い
え
ば
、
こ
の
地
名
を
思
い
起
こ
す
ひ

と
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

賢
治
の
大
正
十
二
年
十
一
月
頃
の
詩

「
イ
ー
ハ
ト
ブ
の
氷
霧
」
に
は
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

け
さ
は
じ
つ
に
は
じ
め
て
の
凛
々
し
い

氷
霧
だ
つ
た
か
ら

み
ん
な
は
ま
る
め
ろ
や
な
に
か
ま
で
出

し
て
歓
迎
し
た

ま
た
、
童
話
集
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
の

「
広
告
ち
ら
し
」
に
も
、「
イ
ー
ハ
ト
ブ
は
一

つ
の
地
名
で
あ
る
。
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
と
し

て
の
日
本
陸
中
岩
手
県
で
あ
る
」
と
記
し
て

い
る
。
こ
の
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
諸

説
あ
る
が
、
確
定
し
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。

じ
つ
は
、
そ
の
「
イ
ー
ハ
ト
ブ
」
の
名

が
、
酒
の
銘
柄
「
イ
ー
ハ
ト
ブ
の
友
」
と
い

う
名
で
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

「
税
務
署
長
の
冒
険
」
と
い
う
童
話
の
な
か

で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
「
イ
ー
ハ
ト
ブ
の
友
」

と
い
う
銘
柄
は
、
も
う
一
つ
出
て
く
る
「
北

の
輝
」
と
も
ど
も
、
実
在
す
る
も
の
で
は
な

く
、
賢
治
の
造
語
と
み
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
「
イ
ー
ハ
ト
ブ
の
友
」
は
、「
イ
ー

ハ
ト
ブ
の
友
も
及
ば
な
い
と
し
ま
す
と
と
て

も
密
造
酒
で
は
な
い
と
存
じ
ま
し
た
」
と

か
、「
瓶
詰
は
み
ん
な
イ
ー
ハ
ト
ブ
の
友
で

あ
る
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、

密
造
酒
、
す
な
わ
ち
非
合
法
（
つ
ま
り
税
金

を
納
め
ず
）
に
作
ら
れ
た
酒
で
は
な
い
か
と

い
う
、
疑
い
の
文
脈
の
な
か
で
出
て
い
る
の

で
あ
る
。

ま
た
「
北
の
輝
」
に
つ
い
て
は
、「
は
か

り
売
の
は
た
し
か
に
北
の
輝
で
す
」
と
か
、

「
う
う
い
。
い
い
酒
で
す
ね
。
何
て
云
ひ
ま

す
」
と
た
ず
ね
る
と
、「
北
の
輝
で
す
」
と

答
え
る
な
か
で
出
て
い
た
の
で
あ
る
。

童
話
「
税
務
署
長
の
冒
険
」
に
は
、「
石い
し

鳥ど
り

谷や

」
と
い
う
地
名
が
で
て
く
る
。
岩
手
県

稗
抜
郡
石
鳥
谷
町
の
こ
と
で
、
昭
和
三
〇
年

に
八
幡
、
八
重
畑
、
新
堀
の
三
村
が
合
併
し

て
で
き
た
町
だ
と
い
う
。
花
巻
市
の
北
隣
に

ほ
ろ
酔
い
詩
歌
紀
行 

―
― 

イ
ー
ハ
ト
ブ
の
友

日　

高　

昭　

二

（
神
奈
川
大
学
名
誉
教
授
）
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あ
っ
て
、
古
来
「
古
酒
つ
く
り
の
町
」
と
し

て
有
名
で
、
造
り
酒
屋
が
あ
っ
た
。
賢
治
は

昭
和
三
年
頃
、
こ
の
町
の
南
端
の
塚
の
根
肥

料
相
談
所
で
、
肥
料
の
設
計
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
か
ら
、
町
の
事
情
は
知
っ
て
い
た
と

み
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
童
話
「
税
務
署
長
の
冒
険
」

で
あ
る
が
、
ユ
グ
チ
ュ
ユ
モ
ト
村
の
山
の
な

か
で
村
を
あ
げ
て
密
造
酒
を
造
っ
て
い
た
と

い
う
「
イ
ー
ハ
ト
ブ
密
造
会
社
」
を
、
税
務

署
長
が
摘
発
に
乗
り
出
す
物
語
で
あ
る
。

最
初
は
、
署
長
が
小
学
校
の
「
濁
密
防
止

講
演
会
」
に
で
か
け
て
演
説
す
る
。
イ
ギ
リ

ス
で
は
、
牛
に
酒
を
飲
ま
せ
る
と
目
方
が
増

え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
間
に
と
っ

て
も
、
酒
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
根
元
で
す
。
高

田
の
馬
場
の
堀
部
安
兵
衛
の
三
十
人
仇
討
ち

も
、
酒
の
為
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
沢
山
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
み
な
さ
ん
、
国
家
の
た
め
世
界

の
た
め
に
大
い
に
酒
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。
た

だ
し
、
密
造
は
い
け
な
い
。
半
分
こ
う
じ
の

ま
ま
の
酒
を
三
升
作
っ
て
罰
金
を
百
円
取
ら

れ
る
な
ら
、
大
び
ら
で
、
い
い
酒
を
七
斗
飲

も
う
な
ど
、
署
長
の
気
炎
は
あ
が
る
一
方
で

あ
る
。

署
長
の
も
く
ろ
み
は
、
悪
口
を
い
っ
て
ど

れ
く
ら
い
怒
る
人
が
あ
る
か
を
見
て
、
村
の

「
濁
密
」
の
数
を
勘
定
し
よ
う
と
し
た
の
だ

と
い
う
。

そ
の
夜
の
宴
会
で
、
署
長
は
名
誉
村
長
や

村
会
議
員
か
ら
酒
を
ふ
る
ま
わ
れ
る
が
、
そ

れ
で
も
翌
日
に
は
、
部
下
を
派
遣
し
て
調
査

に
乗
り
出
す
。
し
か
し
、
密
造
酒
は
な
か
な

か
み
つ
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
署
長
み
ず
か
ら

乗
り
出
し
、
山
の
な
か
で
あ
や
し
い
小
屋
を

み
つ
け
、
一
時
は
監
禁
も
さ
れ
る
が
、
よ
う

や
く
イ
ー
ハ
ト
ブ
密
造
会
社
の
工
場
で
証
拠

品
を
押
収
す
る
と
い
う
冒
険
譚
で
あ
っ
た
。

密
造
酒
の
話
は
、
童
話
「
ポ
ラ
ー
ノ
の
広

場
」
に
も
出
て
く
る
。
山
猫
博
士
デ
ス
ト
ゥ

パ
ー
ゴ
が
乾
留
会
社
と
称
し
て
、
じ
つ
は
混

成
酒
の
密
造
を
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
で

の
混
成
酒
は
、「
木
精
」（
メ
チ
ル
ア
ル
コ
ー

ル
）
を
混
ぜ
た
も
の
と
い
う
こ
と
だ
。

酒
に
酒
税
は
つ
き
も
の
だ
。
酒
と
税
金
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
橋
本
憲
一
氏
の
『
う

ま
い
酒
が
飲
み
た
い
』（
晶
文
社
）
に
詳
し

い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
の
酒
税
制
度

は
、
明
治
七
年
に
、
江
戸
時
代
の
「
酒
株
制

度
」
を
廃
止
し
、
一
定
の
免
許
料
を
払
え

ば
、
だ
れ
で
も
酒
を
つ
く
っ
て
よ
い
と
す
る

免
許
監
札
制
度
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
地
方
の

農
家
な
ど
で
自
家
用
の
酒
を
つ
く
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
日
清
・
日
露
戦
争
が
く
り
か

え
さ
れ
る
た
び
に
、
戦
費
の
調
達
の
た
め
に

酒
税
は
あ
が
る
一
方
だ
っ
た
。
明
治
三
十
七

年
に
大
蔵
省
管
轄
の
醸
造
試
験
所
が
で
き

て
、
酒
造
業
の
近
代
化
が
は
か
ら
れ
た
が
、

う
ま
い
酒
を
つ
く
る
の
が
目
的
で
は
な
く
、

国
庫
の
財
源
を
満
た
す
た
め
の
も
の
だ
っ
た

と
い
う
。
酒
税
の
管
轄
が
、
農
水
産
省
で
は

な
く
、
大
蔵
省
で
あ
る
と
い
う
の
も
、
な
る

ほ
ど
と
う
な
づ
け
よ
う
。

そ
れ
で
思
い
起
こ
す
の
は
、
賢
治
の
仕
事

が
農
業
試
験
場
の
技
師
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
賢
治
の
詩
「
稲
作
挿
話
」
に
も

み
え
て
い
る
が
、
彼
が
取
り
組
ん
で
い
た
の

は
、
土
壌
の
改
良
や
耐
冷
品
種
米
の
開
発
な

ど
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
賢
治
に
と
っ
て
の

密
造
酒
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
米
と
酒
の
深
い

つ
な
が
り
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。



10

日
本
人
の
三
大
死
因
は
悪
性
腫
瘍
（
ガ

ン
）、
脳
梗
塞
（
脳
血
栓
・
脳
塞
栓
）、
心
臓

発
作
（
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
）
と
よ
く
し
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

最
近
、
こ
の
三
大
疾
患
の
診
断
、
お
よ
び

治
療
技
術
は
格
段
に
進
歩
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
救
急
隊
の
活

動
が
迅
速
か
つ
適
切
に
な
り
、
多
く
の
人
命

が
救
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
救
急
隊
の
一
刻
を

争
う
活
動
は
医
師
、
患
者
に
と
っ
て
心
強
い

味
方
で
す
。

た
と
え
ば
、
脳
梗
塞
は
約
一
〇
時
間
以
内

に
適
切
な
医
療
処
置
を
行
な
え
（
受
け
ら
れ

れ
）
ば
、
発
語
障
害
、
手
足
の
麻
痺
な
ど
の

後
遺
症
は
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
中
に
は
、
発
語
障
害
や
手
足
の
麻
痺
な

ど
が
回
復
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。心

筋
梗
塞
に
お
い
て
も
、
医
療
機
関
と
救

急
隊
の
迅
速
で
緊
密
な
連
携
に
よ
っ
て
、
救

命
さ
れ
る
頻
度
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。急

性
心
筋
梗
塞
の
発
作
を
お
こ
し
た
方
で

は
、
冠
状
動
脈
が
血
栓
で
閉
塞
し
て
し
ま
い

ま
す
。
し
か
し
、
発
作
後
間
も
な
い
場
合

は
、
血
行
再
建
術
（
血
栓
除
去
術
）
で
冠
状

動
脈
の
血
栓
を
取
り
除
き
、
閉
塞
し
た
冠
状

動
脈
を
再
開
通
し
て
、
血
流
を
再
還
流
さ

せ
、
元
気
に
社
会
へ
復
帰
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
医
療
機
関
と
、
最
新
の
装

備
を
備
え
た
救
急
車
と
救
急
隊
員
と
が
、
一

刻
の
猶
予
も
な
く
、
病
院
の
救
急
室
と
緊
密

に
連
絡
を
取
り
合
い
、
絶
ゆ
ま
ず
救
命
活
動

に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

救
急
隊
員
が
苦
労
し
た
昔
話
を
、
少
し
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
三
・
四
十
年
前
、
当
時
多

か
っ
た
四
・
五
階
建
て
マ
ン
シ
ョ
ン
や
公
共

住
宅
で
は
、
階
段
が
狭
く
、
当
時
の
救
急
隊

の
担
架
は
長
く
、
水
平
の
ま
ま
で
は
使
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
当
時
の
エ
レ
ベ
ー
タ

は
奥
行
き
が
浅
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ
内
で
担
架

を
斜
め
に
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
エ

レ
ベ
ー
タ
の
設
置
の
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
、

救
急
隊
員
が
背
負
っ
て
階
段
を
搬
送
し
た
も

の
で
し
た
。

最
近
、
移
送
台
車
（
担
架
）
は
、
軽
量
金

属
で
造
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
伸
縮
の

高
層
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
と
心
臓
発
作

杉　

本　

忠　

夫

（ 

虎
の
門
病
院 

内
分
泌
代
謝
科 

）

非
常
勤
嘱
託
医　
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可
能
な
搬
送
担
架
な
ど
に
仕
様
が
全
面
的
に

工
夫
改
良
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
担
架
（
台

車
）
は
高
さ
調
節
が
自
由
で
、
移
送
車
輪
が

装
備
さ
れ
、
救
急
車
へ
の
搬
入
も
レ
バ
ー
一

つ
で
台
車
の
脚
が
曲
が
り
収
納
さ
れ
、
迅
速

に
搬
送
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
う
え
、
以
前
よ
り
救
急
車
の
車
体
が

ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
車
内
で

の
点
滴
、
酸
素
吸
入
、
心
電
図
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
な

ど
の
検
査
・
処
置
も
行
な
い
や
す
く
な
り
ま

し
た
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
こ
の
一
〇
数
年
の

間
に
、
事
務
所
用
高
層
ビ
ル
に
加
え
て
、
高

層
マ
ン
シ
ョ
ン
（
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
）
が

次
々
と
、
雨
後
の
竹
の
子
の
よ
う
に
建
設
さ

れ
、
そ
の
数
が
急
速
に
増
え
続
け
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
高
さ
も
高

く
な
り
階
層
（
数
）
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
う
え
、
都
心
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

（
居
住
用
）
と
企
業
の
事
務
所
、
ホ
テ
ル
な

ど
複
合
型
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
も
建
設
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

日
本
は
国
土
が
狭
い
た
め
、
土
地
の
有
効

利
用
も
う
な
づ
け
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
カ
ナ

ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
の
よ
う
な
広
大
な
国

土
を
有
す
る
国
に
お
い
て
も
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン

は
生
活
す
る
上
で
機
能
的
か
つ
便
利
さ
が
も

て
囃
さ
れ
る
理
由
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
先
ほ
ど

の
心
臓
発
作
（
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
）
に
つ

い
て
、
興
味
の
あ
る
研
究
報
告
が
カ
ナ
ダ

で
、
二
〇
一
六
年
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
研
究
発
表
を
少
し
み
て
み
ま

し
ょ
う
。

万
が
一
不
幸
に
も
、
火
災
が
発
生
し
た
場

合
、
消
防
署
の
は
し
ご
車
は
高
層
階
に
は
届

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
救
急
隊
員
も
苦
し
ん
で

お
ら
れ
る
救
急
を
要
請
さ
れ
た
方
の
と
こ
ろ

へ
急
い
で
も
階
層
分
の
時
間
が
掛
か
り
現
場

へ
の
到
着
が
遅
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
市
で
Ｉ
・

Ｅ
、
ド
レ
ナ
博
士
の
グ
ル
ー
プ
が
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
の
階
層
と
心
臓
発
作
の
救
命
率
を
検

討
し
、
報
告
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
研
究
報
告
で
は
二
階
ま
で
の
住
民

と
、
三
階
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
を
分
け

て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
心
臓
発
作
に
よ
る
心
停

止
の
た
め
救
急
隊
に
よ
り
搬
送
さ
れ
た
方
々

の
予
後
に
つ
い
て
調
査
・
報
告
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

二
〇
〇
七
〜
二
〇
一
二
の
六
年
間
の
間
に

ト
ロ
ン
ト
で
、
心
臓
発
作
で
搬
送
さ
れ
た
方

は
八
二
一
六
人
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
二
階

以
上
の
住
人
は
五
九
九
八
人
、
三
階
以
上
の

住
人
は
一
八
四
四
人
で
し
た
。

そ
の
う
ち
、
病
院
か
ら
退
院
で
き
た
方
の

比
率
は
、
二
階
以
上
の
住
人
で
は
四
・
二
％

（
五
九
九
八
人
中
二
五
二
人
）
で
し
た
が
、

三
階
以
上
の
住
人
で
は
二
・
六
％（
一
八
四
四

人
中
四
八
人
）
と
退
院
率
が
二
階
以
上
の
住

人
に
比
べ
て
か
な
り
不
良
で
し
た
。

ま
た
、
二
五
階
以
上
の
住
民
で
は
退
院
さ

れ
た
方
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
退
院
の
割
合
の
低
下
は
、
救
急
隊
が

高
層
階
の
現
場
へ
の
到
着
に
時
間
が
か
か

り
、
病
院
へ
の
搬
送
が
遅
れ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
対
策
と
し
て
緊
急
時
に
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
救
急
車
が
連
動

し
、
救
助
活
動
を
迅
速
に
行
え
る
な
ど
の
工

夫
が
必
要
で
す
。
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北
原
白
秋
の
処
女
詩
集
『
邪
宗
門
』
は
天

金
の
上
質
紙
で
、
表
紙
は
紙
と
赤
ク
ロ
ー
ス

布
を
使
っ
た
豪
華
本
で
あ
る
。
さ
ら
に
初
版

は
、「
フ
ラ
ン
ス
綴
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
、
先
に
書
い
た
。
こ
の
詩
集
の
出
た
頃
に

つ
い
て
室
生
犀
星
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て

い
る
。明

治
四
十
二
年
三
月
、
北
原
白
秋
の
処

女
詩
集
『
邪
宗
門
』
が
自
費
出
版
さ
れ

た
。
早
速
私
は
注
文
し
た
が
、
金
沢
市
で

は
一
冊
き
り
し
か
こ
の
『
邪
宗
門
』
は
、

本
屋
の
飾
り
棚
に
と
ど
い
て
い
な
か
っ

た
。
金
沢
か
ら
二
里
離
れ
た
金か
な

石い
わ

町
の
裁

判
所
出
張
所
に
私
は
勤
め
、
月
給
八
円
を

貰
っ
て
い
た
。
月
給
八
円
の
男
が
一
円

五
十
銭
の
本
を
取
り
寄
せ
て
購
読
す
る
の

『
邪
宗
門
』
の
発
行
に
つ
い
て

安　

森　

敏　

隆

（ 

同
志
社
女
子
大
学
名
誉
教
授 

）

歌
人　
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に
、
少
し
も
高
価
だ
と
思
わ
な
い
ば
か
り

か
、
毎
日
曜
ご
と
に
金
沢
の
本
屋
に
行
っ

て
は
、
発
行
は
ま
だ
か
と
い
う
ふ
う
に
急

が
し
、
そ
れ
が
刊
行
さ
れ
る
と
威
張
っ
て

町
じ
ゅ
う
を
抱
え
て
歩
い
た
も
の
で
あ

る
。
誰
一
人
と
し
て
そ
ん
な
詩
集
な
ど
に

眼
も
く
れ
る
人
は
い
な
い
、
彼
奴
は
菓
子

折
を
抱
え
て
何
の
気
で
町
を
う
ろ
つ
い
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
、
思
わ
れ
た
く
ら
い
で

あ
る
。

（
室
生
犀
星
「
北
原
白
秋
―
我
が
愛
す

る
詩
人
の
伝
記
」
昭
和
四
十
六
年
十
二

月
）

こ
れ
は
、
出
版
さ
れ
た
当
時
を
回
想
し
て

書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
多
少
の
思
い
違
い

な
ど
あ
る
も
の
の
、
北
原
白
秋
の
存
在
が
、

い
か
に
当
時
の
若
者
を
席
巻
し
て
い
た
か
と

い
う
こ
と
を
リ
ア
ル
に
描
出
し
て
い
て
参
考

に
な
る
。「
月
給
八
円
の
男
が
一
円
五
十
銭

の
本
を
取
り
寄
せ
て
購
読
」
し
た
と
い
う
と

こ
ろ
に
先
ず
は
驚
嘆
す
る
。

初
版
『
邪
宗
門
』
は
、
厳
密
に
は
「
明
治

四
十
二
年
三
月
十
五
日
発
行
」
と
な
っ
て
お

り
、
定
価
も
「
壱
圓
」
と
な
っ
て
い
る
（
な

お
、
初
版
『
邪
宗
門
』
に
は
、
表
紙
や
目
次

の
場
所
な
ど
が
違
う
「
異
版
」
も
存
在
す

る
）。
給
料
の
八
分
の
一
を
さ
い
て
、
室
生

犀
星
は
じ
め
当
時
の
若
者
が
貴
重
な
詩
集
を

買
い
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
発
行
資
金
や

発
行
部
数
に
つ
い
て
は
、
藪
田
義
雄
氏
が
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
参
考
に
な

る
。「
白
秋
の
処
女
詩
集
『
邪
宗
門
』
は
明

治
四
十
二
年
三
月
、
書
肆
易
風
社
か
ら
刊
行

さ
れ
た
。

蒲
原
有
明
の
世
話
で
、
半
ば
自
費
の
形
で

あ
っ
た
。
前
年
の
冬
ち
か
く
有
明
と
鈴
木
鼓

村
（
琴
の
楽
人
）
に
同
道
し
て
も
ら
っ
て
飯

田
町
の
そ
の
社
に
赴
き
、
出
版
上
の
と
り
き

め
が
出
来
た
の
だ
が
、
坊
ち
ゃ
ん
気
質
の
ぬ

け
き
ら
な
い
白
秋
は
、
そ
う
し
た
交
渉
事
に

な
る
と
ま
る
で
不
得
手
で
、
ろ
く
ろ
く
口
も

き
け
な
か
っ
た
ら
し
い
。
国
許
の
父
か
ら

二
百
円
送
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
金
を
有
明

に
預
け
、
部
数
五
百
部
と
し
て
足
り
な
い
と

こ
ろ
は
発
行
所
で
負
担
し
て
も
ら
う
こ
と
に

話
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
年

末
に
な
っ
て
も
見
本
刷
が
出
た
き
り
で
一
向

に
仕
事
が
進
め
て
く
れ
な
い
。
ま
た
五
十
円

も
っ
て
い
っ
て
、
天
金
に
し
て
も
ら
え
ま
い

か
と
遠
ま
わ
し
の
催
促
を
す
る
の
が
や
っ

と
だ
っ
た
」（
藪
田
義
雄
『
評
伝　

北
原
白

秋
』）発

行
部
数
は
「
五
百
部
」
で
白
秋
は
、
自

費
出
版
と
し
て
結
局
は
「
弐
百
五
拾
円
」
支

払
っ
た
こ
と
に
な
る
。「
父
上
に
献
ぐ
」
と

ま
ず
、「
扉
」
に
お
い
た
こ
の
詩
集
は
、
没

落
寸
前
の
北
原
家
の
父
か
ら
出
し
て
も
ら
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
パ
ン
（
Ｐ
Ａ
Ｎ
）
の
会
」
で
親
し
く

な
っ
た
石
井
柏
亭
に
装
幀
と
挿
画
を
頼
み
、

山
本
鼎
に
木
版
の
彫
刻
、
木
下
杢
太
郎
に
挿

画
を
貰
う
と
い
っ
た
熱
の
入
れ
よ
う
で
あ
っ

た
。二

年
後
の
明
治
四
十
四
年
十
一
月
に
東
雲

堂
書
店
か
ら
、
高
村
光
太
郎
の
装
幀
と
な
っ

て
「
改
訂
再
版
」
の
『
邪
宗
門
』
が
出
さ
れ

た
。
再
版
本
に
は
挿
し
絵
が
な
く
表
紙
も
紙

装
に
な
り
、
作
品
も
「
酒
と
煙
草
に
」「
赤

き
恐
怖
」
が
削
除
さ
れ
「
蜩
」「
我
子
の
声
」

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
大
正
五
年
七
月
に

「
改
訂
三
版
」
も
出
て
い
る
。
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私
の
家
の
庭
に
は
、
枇
杷
の
木
が
三
本
あ

る
。
昔
は
枇
杷
の
木
を
植
え
る
と
、
病
人
が

絶
え
な
い
と
い
う
人
が
い
た
が
、
そ
れ
は
逆

に
病
人
を
治
す
た
め
枇
杷
を
必
要
と
し
た
か

ら
だ
と
思
う
。

古
い
昔
か
ら
伝
わ
る
枇
杷
療
法
が
あ
り
、

私
が
体
調
を
崩
し
た
時
、
娘
が
枇
杷
灸
の
一

式
を
求
め
て
背
中
に
当
て
て
く
れ
た
の
だ
っ

た
。
そ
う
い
う
治
し
方
は
、
急
に
よ
く
な
る

と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
少
し
ず
つ
続
け
る

う
ち
に
悪
い
処
が
消
え
て
い
く
の
だ
っ
た
。

め
ま
い
ば
か
り
し
て
い
た
私
は
、
い
つ
の
ま

に
か
お
さ
ま
っ
て
、
耳
鳴
り
の
ひ
ど
い
音
も

静
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

現
代
医
学
で
は
強
い
薬
で
す
ぐ
治
す
と
い

う
傾
向
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
も
薬
の
副
作
用

が
出
て
し
ま
う
。

ひ
ど
い
咳
で
重
い
風
邪
を
ひ
い
た
こ
の
八

月
、
私
を
心
配
し
た
主
治
医
が
強
い
薬
を
出

し
て
く
だ
さ
っ
た
が
、
本
当
に
そ
の
薬
を
飲

ん
だ
ら
、
二
日
目
に
は
ぴ
た
っ
と
咳
が
治
っ

た
。
そ
の
後
、
体
が
が
く
が
く
し
て
、
字
を

書
く
と
手
が
ふ
る
え
た
り
し
た
。

私
は
今
枇
杷
灸
は
し
な
い
が
、
庭
の
葉
を

そ
の
ま
ま
体
に
ま
い
て
寝
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
生
の
葉
を
痛
い
と
こ
ろ
に
ま
く
と
、
翌

日
は
快
く
動
け
る
。

枇
杷
灸
は
生
の
葉
の
上
に
燃
え
な
い
紙
を

の
せ
て
そ
の
上
か
ら
、
棒
状
の
も
ぐ
さ
の
筒

を
も
や
し
て
、
患
部
に
当
て
る
の
だ
が
、
筒

の
も
ぐ
さ
が
火
の
粉
を
ま
い
た
り
、
煙
が
出

る
の
で
心
く
ば
り
が
大
変
な
の
だ
。
友
人
た

ち
に
も
紹
介
し
て
あ
げ
た
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
方
は
煙
が
こ
も
る
の
で
困
る
ら
し
い
。
友

人
の
一
人
の
娘
さ
ん
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

電
機
の
枇
杷
灸
を
探
し
当
て
、
そ
れ
は
二
個

組
で
七
万
円
と
い
う
高
価
だ
が
、
友
人
は
そ

れ
を
毎
日
の
よ
う
に
使
っ
て
元
気
で
す
ご
し

て
い
る
。

私
も
求
め
て
使
っ
た
が
パ
イ
プ
型
の
容
器

の
中
に
枇
杷
の
液
を
い
れ
て
そ
の
湯
気
が
体

を
温
め
る
と
い
う
も
の
で
、
顔
も
背
中
も
体

中
使
え
る
の
が
便
利
で
あ
る
。
液
は
葉
を
お

酒
に
ひ
た
し
て
作
る
。

枇
杷
の
実
は
果
物
の
中
で
は
価
が
高
く
、

子
供
の
頃
、
虫
歯
を
抜
く
の
を
我
慢
し
て

た
っ
た
一
つ
買
っ
て
も
ら
っ
た
想
い
出
が
あ

る
。

枇
杷
の
花

内　

野　

潤　

子

（
歌
人
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）
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私
の
歌
の
お
仲
間
に
枇
杷
山
を
持
っ
て
い

て
そ
の
実
を
育
て
て
い
る
歌
を
読
む
と
、
摘

花
を
し
た
り
袋
を
か
ぶ
せ
た
り
と
い
う
作
業

が
大
変
ら
し
い
。

私
方
の
三
本
の
木
の
一
本
に
は
、
く
し
ゃ

く
し
ゃ
の
花
の
あ
と
、
小
さ
な
実
が
み
の
っ

た
。
鳥
や
烏
が
つ
つ
か
な
い
う
ち
に
と
っ
て

食
べ
た
が
、
甘
く
て
お
い
し
か
っ
た
。
売
り

物
の
枇
杷
は
姿
は
よ
く
て
も
、
そ
れ
程
甘
く

な
い
の
が
不
思
議
だ
。

枇
杷
の
花
に
日
差
し
の
移
り
極
楽
の
妙
な

る
調
べ
か
す
か
に
き
こ
ゆ

こ
の
一
首
は
歌
の
先
輩
の
、
故
石
田
耕
三

氏
の
作
品
で
、
達
筆
の
色
紙
を
私
に
く
だ

さ
っ
た
の
を
、
本
棚
に
飾
り
、
日
夜
眺
め
て

い
る
。

こ
の
歌
は
、
外
の
花
で
は
な
く
枇
杷
の
花

で
な
く
て
は
出
な
い
味
わ
い
が
あ
る
。

地
味
で
毛
を
ま
と
っ
て
か
た
ま
る
枇
杷
の

花
も
日
の
光
を
受
け
て
輝
く
一
瞬
が
あ
る
の

だ
。
そ
の
姿
か
ら
極
楽
の
幻
を
見
て
そ
こ
に

か
な
で
ら
れ
る
美
し
い
音
ま
で
を
聴
い
て
い

る
作
者
に
は
、
花
の
予
感
が
漂
っ
て
く
る
余

韻
が
あ
る
。

現
実
に
当
時
の
氏
は
、
病
気
の
為
片
方
の

足
を
膝
か
ら
き
り
お
と
す
と
い
う
体
で
あ
っ

た
。そ

の
後
も
心
臓
の
手
術
を
受
け
て
、
自
分

の
生
を
危
ぶ
み
な
が
ら
よ
く
耐
え
て
毎
日
を

す
ご
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

朝
に
な
っ
て
、
台
処
で
妻
の
食
事
を
つ
く

る
音
を
き
い
て
、「
あ
、
ま
だ
生
き
て
い
る
」

と
思
う
よ
う
な
日
々
で
あ
っ
た
。

私
自
身
、
今
高
齢
と
な
り
、
一
時
は
も
う

だ
め
で
す
と
医
師
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り

な
が
ら
、
二
人
の
娘
の
必
死
な
処
置
で
、

い
ゝ
医
師
に
め
ぐ
り
あ
い
、
そ
の
方
の
力
で

再
生
し
た
現
在
な
の
で
、
当
時
の
石
田
氏
の

実
感
は
本
当
に
よ
く
分
か
る
の
で
あ
る
。

娘
は
庭
の
三
本
の
木
か
ら
、
毎
日
五
・
六

枚
の
葉
を
採
っ
て
、
汚
れ
を
洗
い
葉
の
ま
わ

り
の
ぎ
ざ
ぎ
ざ
を
は
さ
み
で
切
り
お
と
し
肌

に
痛
く
な
い
よ
う
に
し
た
の
を
私
に
も
っ
て

き
て
く
れ
る
。

そ
の
生な
ま

の
葉
を
肌
着
の
下
に
は
さ
ん
で
眠

る
と
、
体
中
の
悪
い
も
の
を
吸
っ
て
変
色

し
、
朝
に
な
る
と
固
く
こ
わ
ば
っ
た
の
を
体

か
ら
は
が
す
こ
と
に
し
て
い
る
。

信
じ
る
人
に
は
き
く
し
、
信
じ
な
い
人
に

は
き
か
な
い
の
が
漢
方
の
特
徴
だ
と
思
う
。

私
は
時
々
、
風
邪
を
ひ
い
た
り
熱
が
出
た

り
す
る
け
れ
ど
、
本
当
に
困
っ
た
状
態
に
は

な
ら
な
い
の
が
や
は
り
毎
日
の
枇
杷
の
お
か

げ
と
思
っ
て
い
る
。

耳
だ
け
が
遠
く
て
、
浮
世
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
は
い
る
が
、
曾
孫
も
い
る
大
家
族
で
こ
の

世
の
移
り
か
わ
り
を
見
て
、
笑
っ
た
り
心
配

し
た
り
し
て
い
る
。
三
本
の
枇
杷
の
一
本

は
、
友
人
が
大
き
な
鉢
に
育
て
た
の
を
運
ん

で
く
れ
た
の
だ
が
、
三
本
と
も
そ
れ
ぞ
れ
個

性
が
あ
り
、
実
の
な
る
一
本
は
庭
の
奥
に

あ
っ
て
一
番
葉
が
大
き
く
、
丈
も
す
く
す
く

と
の
び
て
い
る
。

娘
は
植
木
屋
さ
ん
が
く
る
と
、「
あ
ま
り

伐
ら
な
い
で
ね
」
と
言
い
に
ゆ
く
。
一
本
あ

る
夏
柑
の
木
も
『
蝶
の
卵
が
つ
い
て
い
る
か

ら
あ
ま
り
き
ら
な
い
で
ね
』
と
心
配
す
る
。

小
さ
い
生
き
物
が
消
え
た
ら
、
自
分
た
ち

だ
っ
て
消
え
て
し
ま
う
。
命
は
大
事
、
自
然

は
大
事
と
い
う
気
持
ち
は
、
私
も
こ
の
頃
共

感
深
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。




